
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 

学校名 福岡医療専門学校 
設置者名 学校法人福岡医療学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜

間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

柔道整復科 
夜 ・

通信 
17単位 9単位  

鍼灸科 
夜 ・

通信 
15単位 9単位  

理学療法科 
夜 ・

通信 
12単位 12単位  

診療放射線科 
夜 ・

通信 
15単位 9単位  

看護科 
夜 ・

通信 
12単位 9単位  

歯科衛生科 
夜 ・

通信 
10単位 9単位  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

本校ホームページ：https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学

校法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用

いること。 
 

学校名 福岡医療専門学校 

設置者名 学校法人福岡医療学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページの「理事会名簿」において公表する。 

URL： https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 市議会議員 
2023.4.1 ～

2024.3.31 

適切な法務が運用さ

れているかを管理す

る役割が期待され

る。 

非常勤 元高等学校 校長 
2023.4.1 ～

2024.3.31 

学校教育全般に係る

指導管理についての

役割が期待される。 

（備考） 

 

  

https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 福岡医療専門学校 

設置者名 学校法人福岡医療学院 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

教育課程編成委員会等にてカリキュラムの内容、到達目標等についての見直し

を行う。それを踏まえ担当教員を中心に授業計画書を作成する。４月頃に授業計

画書を学生に配布し、同時期に学校ホームページ上で公開する。 

授業計画書の公表方法 https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法によ

り、学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定

していること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

  各授業科目は定期試験、レポート等により客観的かつ厳正に評価を行ってい

る。評価は０～１００点にて行い、授業科目の学修成果を把握している。また、

単位の認定は成績判定会議を行い決定している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

各授業科目は定期試験、レポート等により客観的かつ厳正に評価を行ってい

る。評価は０～１００点にて行い、授業科目の学修成果を把握している。また、

単位の認定は成績判定会議を行い決定している。本校での授業科目は各学科の養

成校指定（認定）規則により、免除される科目以外はすべて必修であり、当該学

科・学年における履修科目に大きな差はない。そのため成績の分布については受

講科目の点数を平均して順位を算出し、クラス内の相対的習熟度（順位）を把握

し、指導を実施している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

  学則第 21条において、学則第 10条（成績評価）に定める授業科目の成績評価に

基づいて、校長は課程修了の認定を行う。また所定の修業年限以上に在学し、課

程を修了したと認めた者には、卒業証書を授与する。この内容については、ホー

ムページで公開している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 

https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html
https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html
https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 福岡医療専門学校 

設置者名 学校法人福岡医療学院 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 
収支計算書又は損益計算書 https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 
財産目録 https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 
事業報告書 https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 
監事による監査報告（書） https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 柔道整復科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 昼 2760単位時間／単位 

1575

時間 

390 

時間 

180 

時間 

0 

時間 

615 

時間 

2760単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

180人 142人 0人 18人 22人 40人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の事項を記載したシラ

バスを作成しホームページ上で公開する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

各科目の成績は１００点満点とし、定期試験及びその他の各種資料（定期試験以外の

試験、学習態度、出席状況等） に基づいて決定する。原則として６０点以上を合格とす

る。実技実習、臨床実習の成績についても同様とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状況等を総合的に勘案して

行う。ただし、出席時数が授業時 数の３分の２に達しない者は、その科目について評価

を受けることができない。学年ごと授業日数の３分の１以上欠席したものは進級、 卒業

せしめないものとする。 

https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html
https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html
https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html
https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html
https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html


  

学修支援等 

（概要） 
クラス運営は複数担任制を導入している。出席状況、補充指導等をとおして日々の状

況をクラス担任が把握し、保護者との連携を密に取り対応している。また学生支援室を

設置し、学生相談の場として万全なフォロー体制を構築している。さらに附属クリニッ

クにおける専門医の健康相談等の場を設けている。  
 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 37人 

（100％） 

13人 

（  35.1％） 

24人 

（  64.9％） 

0人 

（  0％） 

整骨院：伊都整骨院、介正鍼灸整骨院、きずな鍼灸整骨院、きよた整骨院、堺整骨院、相模が丘整

形外科リハビリテーションクリニック、さくら Life はりきゅう接骨院、城南スポーツ整骨院・鍼灸マ

ッサージ院、禅院整骨院、武雄ふるかわ整骨院、長与やわら鍼灸整骨院、なす整骨院、のりさだ整骨

院、藤田整骨院、松山整骨院、みやざき鍼灸整骨院、みやざき整骨院、NAOSEL西新整骨院等 

  

（就職指導内容） 
就職支援室を中心とした就職支援・指導を実施している。セミナー・講座を開催し、履歴

書の書き方、面接の受け方など具体的な指導を行っている。医療機関等からの協力によりイ

ンターンシップを実施し、学生に対し職業に従事する動機づけを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  

   

資格・検定名 受験者数 合格者数 

柔道整復師国家資格 39人 33人 

JATI-ATI 16人 16人 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  149人 26人  17.4％ 

（中途退学の主な理由） 
経済的事由 

成績不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
奨学金や教育ローンの拡充をはかり、経済的困難な学生のサポートに努めている。  

入学予定者に対するサポートデスクを立ち上げ、入学までの学力向上を図っている。  

複数担任制を導入し、学生へのきめ細やかなサポートを継続している。  
 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 鍼灸科 ○  



  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 昼 2685単位時間／単位 

2025

時間 

0 

時間 

180 

時間 

0 

時間 

480 

時間 

2685単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

180人 126人 0人 10人 19人 29人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の事項を記載したシラ

バスを作成しホームページ上で公開する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
各科目の成績は１００点満点とし、定期試験及びその他の各種資料（定期試験以外の

試験、学習態度、出席状況等）に基づいて決定する。原則として６０点以上を合格とす

る。実技実習、臨床実習の成績についても同様とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状況等を総合的に勘案して 

行う。ただし、出席時数が授業時数の３分の２に達しない者は、その科目について評価

を受けることができない。学年ごと授業日数の３分の１以上欠席したものは進級、卒業

せしめないものとする。 

学修支援等 

（概要） 
クラス運営は複数担任制を導入している。出席状況、補充指導等をとおして日々の状

況をクラス担任が把握し、保護者との連携を密に取り対応している。また学生支援室を

設置し、学生相談の場として万全なフォロー体制を構築している。さらに附属クリニッ

クにおける専門医の健康相談等の場を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 49人 

（100％） 

3人 

（ 6.1％） 

41人 

（  83.7％） 

5人 

（  10.2％） 

（主な就職、業界等） 

鍼灸院：愛子整骨院、アミナス鍼灸 LABO、安徳鍼灸院、笑顔道鍼灸整骨院、甲斐整骨院、から

だ元気治療院、からだコンディショニング ふくおか整骨院、くつろぎはりきゅう整骨院、康友堂鍼

灸整骨院、堺整形外科医院、堺整骨院、堺はりきゅう整骨院、シームズ PLUS整骨院、城南スポーツ

整骨院、すみ整骨院、青芙堂、だいふく鍼灸整骨院、大龍江中国医学センター、田中はり灸療院、

たんぽぽはりきゅう整骨院、のりさだ整骨院、はる鍼灸整骨院、ビファイン治療院、広島大学 漢方

診療センター、藤崎駅前整骨院、別府はり灸整骨院、ほねつぎ府中はりきゅう接骨院、松山整骨

院、みなみ福岡くろ川整骨院、Cerisier銀座、Hybrid鍼灸整骨院、iCure鍼灸接骨院、KADOMORI 大

阪サロン、NAORU整体院、PEP治療院、Personal gym period.等 

 



  

（就職指導内容） 
就職支援室を中心とした就職支援・指導を実施している。セミナー・講座を開催し、履歴

書の書き方、面接の受け方など具体的な指導を行っている。医療機関等からの協力によりイ

ンターンシップを実施し、学生に対し職業に従事する動機づけを行っている。  
（主な学修成果（資格・検定等）） 

資格・検定名 受験者数 合格者数 

はり師師国家試験 49人 49人 

きゅう師国家試験 49人 48人 

JATI-ATI  4人 4人 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 137人 6人  4.4％ 

（中途退学の主な理由） 
経済的事由 

成績不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

奨学金や教育ローンの拡充をはかり、経済的困難な学生のサポートに努めている。  

入学予定者に対するサポートデスクを立ち上げ、入学までの学力向上を図っている。  

複数担任制を導入し、学生へのきめ細やかなサポートを継続している。 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 理学療法科  ○ 

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

4年 昼 3430単位時間／単位 

2310 

時間 

60 

時間 

880 

時間 

0 

時間 

180 

時間 

3430単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

320人 240人 0人 10人 21人 31人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の事項を記載したシラ

バスを作成しホームページ上で公開する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
各科目の成績は１００点満点とし、定期試験及びその他の各種資料（定期試験以外の

試験、学習態度、出席状況等）に基づいて決定する。原則として６０点以上を合格とす

る。 実技実習、臨床実習の成績についても同様とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状況等を総合的に勘案して

行う。ただし、出席時数が授業時数の３分の２に達しない者は、その科目について評価

を受けることができない。学年ごと授業日数の３分の１以上欠席したものは進級、卒業

せしめないものとする。 

学修支援等 

（概要） 

クラス運営は複数担任制を導入している。出席状況、補充指導等をとおして日々の状

況をクラス担任が把握し、保護者との連携を密に取り対応している。また学生支援室を

設置し、学生相談の場として万全なフォロー体制を構築している。さらに附属クリニッ

クにおける専門医の健康相談等の場を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 41人 

（100％） 

1人 

（  2.4％） 

35人 

（  85.4％） 

5人 

（  12.2％） 

（主な就職、業界等） 
病院・介護施設等：秋山クリニック、あさのひ整形外科クリニック、一ノ宮脳神経外科病院、

岡部病院、おゆみの中央病院、香椎原病院、春日部中央総合病院、上山門整形外科クリニック、ク

リニックうしたに、さくむら整形外科リハビリクリニック、舌間整形外科、新吉塚病院、たかお整

形外科、同仁病院、新座病院、虹の家、原土井病院、福岡みらい病院、福西会病院、平成横浜病

院、まつもと整形外科クリニック、まなべ整形外科クリニック、南川整形外科病院、牟田病院、む

らた整形外科、明理会中央総合病院、明理会東京大和病院、メディケア癒し今宿、米盛病院、リハ

ビリテーション花の舎病院、令和リハビリテーション病院等  



  

（就職指導内容） 
就職支援室を中心とした就職支援・指導を実施している。セミナー・講座を開催し、履歴

書の書き方、面接の受け方など具体的な指導を行っている。医療機関等からの協力によりイ

ンターンシップを実施し、学生に対し職業に従事する動機づけを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

資格・検定名 受験者数 合格者数 

理学療法士国家資格 42人 41人 

JATI-ATI 22人 22人 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  257人 33人  12.8％ 

（中途退学の主な理由）  
経済的事由  
成績不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
奨学金や教育ローンの拡充をはかり、経済的困難な学生のサポートに努めている。  

入学予定者に対するサポートデスクを立ち上げ、入学までの学力向上を図っている。  

複数担任制を導入し、学生へのきめ細やかなサポートを継続している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 診療放射線科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼 3000単位時間／単位 
1860 
時間 

420 
時間 

540 
時間 

150 
時間 

30 
時間 

3000単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

150人 153人 0人 11人 16人 27人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の事項を記載したシラ

バスを作成しホームページ上で公開する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
各科目の成績は１００点満点とし、期試験及びその他の各 種資料（定期試験以外の試

験、学習態度、出席状況等）に基づいて決定する。原則として６０点以上を合格とす

る。実 技実習、臨床実習及び体育実技の成績についても同様とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状況等を総合的に勘案して

行う。ただし、出席時数が授業時数の３分の２に達しない者は、その科目について評価

を受けることができない。学年ごと授業日数の３分の１以上欠席したものは進級、卒業

せしめないものとする。 

学修支援等 

（概要） 
クラス運営は複数担任制を導入している。出席状況、補充指導等をとおして日々の状

況をクラス担任が把握し、保護者との連携を密に取り対応している。また学生支援室を

設置し、学生相談の場として万全なフォロー体制を構築している。さらに附属クリニッ

クにおける専門医の健康相談等の場を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 43人 

（100％） 

3人 

（  7.0％） 

40人 

（  93.0％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 
病院等：朝倉医師会病院、あだち脳神経外科クリニック、安部整形外科クリニック、宇治武田

病院、大阪はびきの医療センター、大隅鹿屋病院、亀田総合病院、菊南病院、霧島市立医師会医療

センター、紀和病院、健愛記念病院、笹生病院、シミズ四条大宮クリニック、新武雄病院、聖隷浜

松病院、セントヒル病院、総合健診センターヘルチェック、蘇生会総合病院、第二川﨑幸クリニッ

ク、田中整形外科医院、長崎県健康事業団、博多メディカルクリニック、福岡和白病院、ベルラン

ド総合病院、防府消化器病センター、牧野記念病院、溝口外科整形外科病院、宗岡中央病院、安本

病院、八代市医師会立病院、やました甲状腺病院、洛西シミズ病院、洛和会音羽病院、洛和会丸太

町病院等  



  

（就職指導内容） 
就職支援室を中心とした就職支援・指導を実施している。セミナー・講座を開催し、履歴

書の書き方、面接の受け方など具体的な指導を行っている。医療機関等からの協力によりイ

ンターンシップを実施し、学生に対し職業に従事する動機づけを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  

資格・検定名 受験者数 合格者数 

診療放射線技師 

国家資格 
43人 42人 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  171人 28人  16.4％ 

（中途退学の主な理由） 
経済的事由 

成績不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

奨学金や教育ローンの拡充をはかり、経済的困難な学生のサポートに努めている。 
入学予定者に対するサポートデスクを立ち上げ、入学までの学力向上を図っている。  

複数担任制を導入し、学生へのきめ細やかなサポートを継続している。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 看護科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼 3000単位時間／単位 
1935 
時間 

0 

時間 

1035 
時間 

0 

時間 

30 

時間 

3000単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

240人 183人 0人 15人 46人 61人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の事項を記載したシラ

バスを作成しホームページ上で公開する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
各科目の成績は１００点満点とし、定期試験及びその他の 各種資料（定期試験以外の

試験、学習態度、出席状況等） に基づいて決定する。原則として６０点以上を合格とす

る。 実技実習、臨地実習及び体育実技の成績についても同様とする。  
卒業・進級の認定基準 



  

（概要） 
学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状況等を総合的に勘案して

行う。ただし、出席時数が授業時 数の３分の２に達しない者は、その科目について評価

を受けることができない。学年ごと授業日数の３分の１以上欠席したものは進級、卒業

せしめないものとする。 

学修支援等 

（概要） 

クラス運営は複数担任制を導入している。出席状況、補充指導等をとおして日々の状

況をクラス担任が把握し、保護者との連携を密に取り対応している。また学生支援室を

設置し、学生相談の場として万全なフォロー体制を構築している。さらに附属クリニッ

クにおける専門医の健康相談等の場を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 65人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

65人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 
病院等：池上総合病院、おぐら病院、ガーデンヒルズウイメンズクリニック、秀和総合病院、

新古賀病院、聖マリア病院、高木病院、戸田中央総合病院、新座志木中央総合病院、西福岡病院、

のぞえ総合心療病院、白十字病院、阪和記念病院、福岡輝栄会病院、福岡記念病院、福岡徳洲会病

院、福岡和仁会病院、福西会病院、マミィクリニック伊集院、水戸病院、牟田病院、村上華林堂病

院、諸岡整形外科病院等 

  

（就職指導内容） 
就職支援室を設置し、担当の副校長、学科長を中心とした就職支援・指導を実施している

セミナー・講座を開催し、履歴書の書き方、面接の受け方など具体的な指導を行っている医

療機関等からの協力によりインターンシップを実施し、学生に対し職業に従事する動機づけ

を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

資格・検定名 受験者数 合格者数 

看護師国家資格 66人 65人 
 

（備考）（任意記載事項）  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  219人 35人  16％ 

（中途退学の主な理由） 
経済的事由 

成績不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
奨学金や教育ローンの拡充をはかり、経済的困難な学生のサポートに努めている。  

入学予定者に対するサポートデスクを立ち上げ、入学までの学力向上を図っている。 

複数担任制を導入し、学生へのきめ細やかなサポートを継続している。 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 歯科衛生科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼 2430単位時間／単位 
1575 
時間 

0 

時間 

900 
時間 

0 

時間 

30 

時間 

2505単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

150人 27人 0人 5人 17人 22人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の事項を記載したシラ

バスを作成しホームページ上で公開する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
各科目の成績は１００点満点とし、定期試験及びその他の 各種資料（定期試験以外の

試験、学習態度、出席状況等） に基づいて決定する。原則として６０点以上を合格とす

る。 実技実習、臨地実習及び体育実技の成績についても同様とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状況等を総合的に勘案して

行う。ただし、出席時数が授業時 数の３分の２に達しない者は、その科目について評価

を受けることができない。学年ごと授業日数の３分の１以上欠席したものは進級、卒業

せしめないものとする。 

学修支援等 

（概要） 
クラス運営は複数担任制を導入している。出席状況、補充指導等をとおして日々の状

況をクラス担任が把握し、保護者との連携を密に取り対応している。また学生支援室を

設置し、学生相談の場として万全なフォロー体制を構築している。さらに附属クリニッ

クにおける専門医の健康相談等の場を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0    人 

（100％） 

0   人 

（  0％） 

0   人 

（  0％） 

0   人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 
就職支援室を設置し、担当の副校長、学科長を中心とした就職支援・指導を実施してい

る。セミナー・講座を開催し、履歴書の書き方、面接の受け方など具体的な指導を行って

いる。医療機関等からの協力によりインターンシップを実施し、学生に対し職業に従事す

る動機づけを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 



  

（備考）（任意記載事項） 

令和 5年 4月 1日新設 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

0 人     0  人  0  ％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
奨学金や教育ローンの拡充をはかり、経済的困難な学生のサポートに努めている。  

入学予定者に対するサポートデスクを立ち上げ、入学までの学力向上を図っている。 

複数担任制を導入し、学生へのきめ細やかなサポートを継続している。 

 

 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

柔道整復科 20万円 80万円 60万円  

鍼灸科 20万円 80万円 60万円  

理学療法科 20万円 50万円 70万円  

診療放射線科 20万円 80万円 70万円  

看護科 20万円 80万円 70万円  

歯科衛生科 20万円 60万円 42万円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 ホームページにて公表 
https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html


  

自己点検・自己評価結果について学校職員以外の関係者による評価を行う。学校関

係者評価委員会を設置し、年１回以上委員会を開催する。評価委員会は、学校運営の

改善を目的としており、企業等の役員又は職員、地域住民、業界等の代表７名で構成

される。また委員会では、自己点検・自己評価に基づき、教育理念、学校運営、学修

成果等について評価をして頂く。その評価については、理事長、事務長、副校長、学

科長等で共有し、毎月実施される教職員会議において全教職員に周知させ、理事長を

中心に学校運営の改善に努める。評価内容は報告書にまとめ、ホームページ上で公開

する。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

朝日ホーム有限会社 顧問 
令和 5年 4月 1日～ 

令和 6年 3月 31日（1年） 
地域住民 

福岡医療専門学校 非常勤講師 
令和 5年 4月 1日～ 

令和 6年 3月 31日（1年） 有識者 

（株）堺整骨院西 代表取締役  
令和 5年 4月 1日～ 

令和 6年 3月 31日（1年） 卒業生（4期生） 

株式会社 INTERACTION 代表取締役 
令和 5年 4月 1日～ 

令和 6年 3月 31日（1年） 
企業等委員 

医療法人西福岡病院  

放射線科 科長 
令和 5年 4月 1日～ 

令和 6年 3月 31日（1年） 
企業等委員 

はり灸院・整骨院・整体院 Re.庵 

代表取締役 

令和 5年 4月 1日～ 

令和 6年 3月 31日（1年） 卒業生（10期生） 

医療法人正明会 諸岡整形外科病院 

看護部長 
令和 5年 4月 1日～ 

令和 6年 3月 31日（1年） 
企業等委員 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページにて公表 
https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ：https://www.jusei.ac.jp/ 

学校案内 

募集要項 

 

https://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html
https://www.jusei.ac.jp/

